
【初公開】月からの高度約100km地点でispaceのカメラが捉えた月と地球の写真。撮影日時：2023年4月20日（日本時間）。オーストラリアなどで日食が観測された日で、地球に映る月の影が確認できます。Ⓒispace
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ディスクレイマー

本資料及び本資料に付随して提供された一切の情報（以下「本情報」といいます。）は、株式会社ispace（以下「当社」とい
います。）による頭書のプレゼンテーションの目的のために作成されたものです。

本情報に関する一切の知的財産権（著作権、意匠権、商標権、営業秘密及びノウハウを含みます。以下、同じ。）は当社
又は当該情報の原権利者に帰属し、本情報の提供は本情報に関する知的財産権のライセンスを意味しません。

本情報を改変・編集し、または、商用目的でこれを頒布・販売・その他の利用を行うことを禁じます。

当社及び本情報の提供者はいかなる意味においても本情報の内容の正確性や完全性、最新性を保証しません。

本情報には、当社の現在の見通し、予想、目標、計画などを含む将来の見通しに関する記載が含まれています。このよ
うな将来の見通しに関する記載は、当社の将来の業績の保証を表すものではありません。将来の見通しに関する記載
は、現時点で入手可能な情報をもとにした当社の判断に基づいています。そのため、これらの将来の見通しに関する記
載は、様々なリスクや不確定要素によって左右され、当社の実際の業績は、将来の見通しに関する記載により明示的ま
たは黙示的に示唆された見通しとは大幅に異なる場合があります。

本情報は米国、日本その他の法域における当社の発行する有価証券への勧誘を構成するものではありません。

当社は本情報によって発生したいかなる損害、損失、費用その他の結果についても責任を負いません。
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商業月ミッションの幕開け

Mission 1 | 2022年12月11日にSpaceX社Falcon9で打上げ
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2022年に営利企業として初めて月着陸船の打上を成功させる

月ミッションの打上実績

(1)2023/3/31時点の当社調べによる

2023

2024

2025

2022

公表されている月ミッション打上の年 (1)

@ Cape Canaveral on SpaceX Falcon 9

（米）Intuitive Machines社

（米）Astrobotic Technology社

（米）Intuitive Machines社

（米）Firefly Aerospace社

（米）Intuitive Machines社

（米）Astrobotic Technology社



月からの高度約1,600km地点でispaceのカメラが捉えた月の写真。撮影日時：2023年3月22日（日本時間） 。Ⓒispace



【初公開】月からの高度約100km地点でispaceのカメラが捉えた月と地球の写真。撮影日時：2023年4月20日（日本時間）。オーストラリアなどで日食が観測された日で、地球に映る月の影が確認できます。Ⓒispace



【初公開】月からの高度約100km地点でispaceのカメラが捉えた月の写真。撮影日時：2023年4月14日（日本時間）。Ⓒispace
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1.DOI (De-Orbit Initiation) Maneuver

3.BB (Braking Burn)  Initiation

5-8. Pitch Up start

10. 
Terminal 
Descent 
Start

4. LRF measurement start

14. Hard 
Landing

1690 m/s

536 m/s

536 - 184 m/s

61.8 m/s

0.147 m/s

around 16:27

around 16:38

around 16:43

around 16:45

100 km

0 m

25 km

15 km

0 m

※Created based on actual flight data

Time[UTC]

25 km

15 km

3 km

2 km

10m

3.BB (Braking Burn) Initiation

4.LRF measurement start

11-13. Expected 
Touchdown 
(Didn’t happen)

9.Expected Radar 
Measurement start (Didn’t happen)

5, 6, 7. Measurement Update by LRF

Estimated Speed

25 km

15 km
6 km

5 km

Phase1

Phase2

Phase3

Phase6
Phase5

8. Unexpected gap between 
estimated and measured altitude

Pitch Up start

25 km

0 m

Phase4

（測定高度）（推定高度） （推定高度） （測定高度）

around 16:386 km 9 km





11
出典：Twitter
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ESA (European Space Agency)：長官 ルクセンブルグ政府：経済大臣

MBRSC (the Mohammad Bin Rashid Space Centre)

LSA (Luxemburg Space Agency)：長官

出典：Twitter

NASA ： Chief Technologist
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→ 深宇宙エリアへの
アクセス可能性の向上

→ 持続可能な人類の生活に
不可欠な衛星インフラの維持

地球と月を1つにするエコシステムの形成

High Cost

Low CostLow Cost

月に存在するH2Oを活かした「燃料補給中継基地」としての月の可能性

Eco-system

Moon Valley 2040
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多様な顧客ニーズに応える高頻度な月輸送システムを提供

Series 1
ランダー(1)

Mission 1
2022年12月

Series 2
ランダー(1)(2)

Series 3
ランダー(1)(2)

(1) 本資料作成時点の完成図および予想図です

(2) 2023年3月時点の計画であり、上記スケジュールは変更される可能性があります

(3) 設計上のペイロード容量であり、その一部分が顧客ペイロードに割り当てられる想定です

(4) Series3ランダーの開発後も、ミッションの内容に応じてSeries2ランダーを使用する予定です

Series 1
ランダー＆ローバー (1)

Mission 2
2024年(2)

Mission 3
2025年(4)

Mission 6
2027年以降 (4)

ペイロード設計容量
最大30kg(3)

（ミッション終了）

ペイロード設計容量
最大30kg (3)

（開発中）

ペイロード設計容量
最大500kg(3)

（開発中）

ペイロード設計容量
最大数百kg(3)

（コンセプト段階）
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ペイロードサービス及びパートナーシップサービスが現在のビジネスの中核。今後新たにデータサービスの確立を見込む

主要サービス一覧

ペイロードサービス データサービス

顧客の荷物を預かり月周回軌道/月面まで輸送

するサービス。顧客は必要な実験等を実施の
上、月周回軌道/月面のペイロードから必要な
データを獲得する

当社の自社ペイロードを使って顧客は必要なデータを
獲得。将来的には、高頻度なミッションにより蓄積され
たデータベースへのアクセスを顧客に提供する計画
（なお2023年3月期において、売上は未計上）

パートナーシップ サービス

ispaceのランダー及びローバーにスポンサーとしてロ

ゴを掲載し、顧客のマーケティングを支援。また各社
は技術面や事業開発面で、当社と協業を実施
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持続可能な事業モデル

(1)当社が想定するモデルであり、現実と違う可能性があります
(2)2023年4月末現在
(3)日本政府による新たなSBIRの支援により、当社に対する宇宙分野への予算配分が期待されます。ただし、予算が配分されない可能性、計画通りに進展しない可能性もあります

旧来型の宇宙事業モデル(1)

 継続ミッションによるビジネス化を前提に、複数ミッションを並行して開発し、複数ミッション分の予算を投資家・金融機関・顧客から纏めて確保

 1つのミッションから得られた知見は、リアルタイムかつ高頻度に次のミッションへとフィードバックされ、技術の成熟度を高める。比較的短い時間での高頻度ミッションを
実現

先行
ミッション

後続
ミッション

資金調達 開発 ミッション

資金調達 開発 ミッション

M1

M2

開発 ミッション

M3

資金調達

開発 ミッション

開発 ミッション

資本調達 銀行融資 前金等受領 政府補助金

改善点のフィードバック
改善点のフィードバック

改善点のフィードバック

ispaceの事業モデル

累計で総額約400億円を受領済み(2) 今後の計画 (3)

当社は、資金調達実施や顧客からの前金等を受領し、複数ミッションの並行開発を実施。1ミッションの結果のみで事業継続が大き
く影響を受け難い事業モデルを実現。更にミッション1では月保険の締結により、ミッション失敗時の財務リスクも軽減。



Solid-state battery

Transformable lunar robot

Crowdfunding Name plate

Lunar rover ‘Rashid’
固体電池

クラウドファンディング
ネームプレート

変形型月面ロボット

(UAE)月面探査ローバー
「Rashid」

(カナダ)人工知能（AI）の
フライトコンピューター

AI-integrated flight computer

（カナダ） カメラ
Camera

Sakanaction Sound Source disc
Sorato Design Data

サカナクション音源DISC
Sorato 設計データ

M1ペイロード：世界中から顧客獲得
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オフシャルパートナー （１枠）

HAKUTO-R パートナシッププログラム

ランダー組立支援
ランダー部品の航空輸送 世界初「月保険」の設計 固体電池の開発・月面実証

「スーパーチタニウム™」の実装

GPS受信機・管制時の時刻表示 ランダーの構造解析

月面の産業構築 水電解装置の開発・月面実証
金融機能、ネットワークを活用した

産業ネットワークの形成

金属部品加工 水素燃料技術

IT資産を管理

コーポレート
パートナー
（残1枠）

■メディアパートナー

■コーポレートパートナー

■サポーティングカンパニー

計測制御技術 CFRP機体開発

※2022.4参画

水探査技術 企業イメージ向上



M2 2024
月面着陸＆月面探査

M3 2025
月面着陸, 月周周回機分離 &

NASA CLPSペイロード輸送

打上予定年は2023年5月末現在



20

NASA
Commercial Lunar Payload Service 
CLPS | CP-12

CP-12 ペイロード (95kg)
 Farside Seismic Suite
 Lunar Interior Temperature 

and Materials Suite
 The Lunar Surface 

Electromagnetic Explorer

2基の通信リレー衛星

https://www.draper.com/business-areas/space/clps
打上予定年は2023年5月末現在

Schrödinger Basin | 2025
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データサービスの価値向上の潜在性

最良な立地における：
• 狭域地図
• 水資源の濃集地点・

量・形態
• 地形・地質
• 気温・放射線・

その他環境情報

イメージであり、変更される可能性があり

Local data

Global data

広域および狭域での幅広いデータ収集を通じて、付加価値の高いデータベースを構築することが可能

• NASAがNear Space Networkを計画

• CP-12で打ち上げる2基の通信衛星を
活用することが可能

Communication

最良な立地を見つけるための：
• 広域地図
• 水資源の広域分布
• 測位・位置推定データ
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米国・欧州・日本の架け橋となるユニークな事業基盤

|

https://www.draper.com/business-areas/space/clps https://global.toyota/jp/newsroom/corporate/26986678.html
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多様な顧客パイプラインをグローバルに獲得

(1) The MOUs and interim PSAs indicated above are non-binding, and there is no assurance that we will be able to enter into binding agreements based on these MOUs and interim PSAs. Also, even if binding agreements are 
entered, the masses and amounts under such agreements could differ from the amounts indicated in this material. The figures described here is as of End of March 2023.

Final Agreement/Interim PSA(1)/MOU(1) Across the World

India

U.S.

Israel Taiwan

JapanLuxembourg Poland

UAE

10国/ 30顧客 / 400+ kg ペイロード＆データ

Canada

Ukraine
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グローバル連携:

強固な関係構築と協力関係をもとに、世界で最適な技術と経験
を活用

Ariane Group Charles Stark Draper Laboratory Space Exploration Technologies Corp

M1 Flight Model Assembly

Series1 Lander’s thrusters

Decent Guidance, 
Navigation & Control 
(DGNC) Software

Falcon 9 Launch Service



Global ispace Team

Copyright©2023 by ispace, inc.
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経験豊富なマネジメント陣

(1) 当社取締役

CRO
斉木敦史

CFO
野﨑順平(1)

Managing Director 
(ispace Europe S.A.)
Julien-Alexandre Lamamy

CTO
氏家 亮

U.S. CEO
(ispace technologies U.S., inc.)
Ron Garan

Founder & CEO
袴田武史(1)

Georgia 
Institute of 
Technology

Ayming

Merrill 
Lynch

Bank of 
America

三菱商事

メタルワン

Massachusetts 
Institute of 
Technology

JAXA

NASA JPL

Orbital ATK

NASA Astronaut

Worldview



月からの高度約2,000km地点でispaceのカメラが捉えた写真。 撮影日時：2023年3月26日（日本時間）。月の東縁辺りを撮影しており、クレーターのPetavius、Vendelinus、Langrenusを確認することができます。Ⓒispace

Never Quit the Lunar Quest.
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